
市議会だより
表題は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。

主な内容

※伊東の自然・歴史・文化を題材にした
「伊東かるた（第二版）」（伊東かるた
の会制作）の中から「伊東の魅力再発
見」をテーマに、編集委員が選んだお
気に入りの札を写真とともにご紹介し
ます。

議会に関する情報は、市議会ホームページも併せてご覧ください。 伊東市議会

令和５年３月１日   No. １9６

“伊東の魅力”再発見

○１２月定例会の概要  【Ｐ．２】
○一般質問（１３議員が登壇）  【Ｐ．４】

○常任委員会だより  【Ｐ．１１】
○常任委員会行政視察  【Ｐ．１２】

薪
た
き
ぎ

能の
う

　
五
月
中
旬
、
祐
親
を
祀
る
行
事
が
催
さ
れ
東
海
館

下
の
川
の
上
に
舞
台
が
造
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
こ

こ
だ
け
と
い
う
水
上
舞
台
で
は
、
初
日
に
川
中
に
か

が
り
火
を
た
い
て
能
、
狂
言
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

～
伊
東
か
る
た
解
説
書
よ
り
～
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市認第１５号 令和４年度伊東市一般

会計補正予算（第５号）
の修正に係る専決処分
の報告承認について

令和４年９月定例会において議決された、伊東市一般会
計補正予算（第５号）について、議案の一部に修正箇所
が判明したため、令和４年9月30日に修正に関する議案
の専決処分を行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市認第１６号 令和４年度伊東市一般
会計補正予算（第６号）
専決処分の報告承認に
ついて

物価高騰による負担増への対応として国の給付金を活用
し、住民税非課税世帯等へ１世帯当たり5万円を給付す
る価格高騰緊急支援給付事業に係る補正予算について、
令和4年10月12日に専決処分を行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市議第２２号 伊東市情報通信技術を
活用した行政の推進に
関する条例

自治体におけるオンライン手続の推進をはじめとした、
情報通信技術を活用した行政の推進のため、書面による
申請または処分通知等について電子情報処理を使用して
行うことを可能とする等のほか、必要な事項を定める条
例の制定

市長 全会一致
で可決

市議第２３号 伊東市一般職の職員の
給与に関する条例及び
伊東市一般職の職員の
給与に関する条例の一
部を改正する等の条例
の一部を改正する条例

令和4年人事院勧告において民間給与との較差を解消す
るため、初任給の引上げ、30歳代半ばまでの職員が在職
する号級の改定及び令和4年12月期の勤勉手当を再任用
職員以外は0.95月から1.05月、再任用職員は0.45月から
0.5月への引き上げ、令和5年度以降は再任用職員以外は
6月期、12月期とも1.0月に、再任用職員は0.475月に改
める等の条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第２４号 地方公務員法の一部を
改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に
関する条例

地方公務員法の一部改正により、令和5年度から定年が
段階的に引き上げられることに伴い、再任用制度を廃止
するとともに伊東市一般職の任期付職員の採用等に関す
る条例等の11件の条例における地方公務員法の改正に伴
う用語や引用条項などの整理を行う条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第２５号 伊東市職員の降給に関
する条例

地方公務員法の一部改正による定年の段階的な引上げ及
び同法の規定に基づき、職員の意に反する降給に関し、
降給の種類、通知書の交付等の必要な事項を定める条例
の制定

市長 全会一致
で可決

市議第２６号 伊東市特別職報酬等審
議会条例の一部を改正
する条例

令和５年４月１日付で実施する組織機構改革に伴い、伊
東市特別職報酬等審議会の庶務を企画部秘書課から企画
部職員課に改正

市長 全会一致
で可決

市議第２７号 伊東市犯罪被害者等支
援条例

犯罪被害者等が一日も早く平穏な暮らしを取り戻すこと
ができるよう、市や市民、関係機関等が連携して犯罪被
害者等に寄り添った支援施策を総合的に推進することを
目的に、基本理念及び総合的支援窓口の設置等、必要な
事項について定める条例の制定

市長 全会一致
で可決

市議第２８号 伊東市営天城霊園条例
の一部を改正する条例

伊東市営天城霊園への合葬式墓地導入に伴い、設置及び
管理に必要な使用者の範囲、使用料等を定めるととも
に、規定の整備及び用語の整理を行う条例改正

市長 全会一致で
可決

市議第２9号 令和４年度伊東市一般
会計補正予算（第７号）

歳入において交付金額が確定した地方特例交付金及び普
通交付税を増額するとともに、財政調整基金からの繰入
金の減額を計上し、歳出において、各種事務事業の執行
経費の整理、新型コロナワクチンの4回目接種に係る経
費等として10億1,231万1,000円を追加するもの

市長 全会一致
で可決

市議第３０号 令和４年度伊東市国民
健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

歳出において、確定した国民健康保険事業納付金につい
て整理を行うとともに、国民健康保険事業基金への積立
金の追加のほか、令和3年度分の交付金の確定に伴う県
支出金返還金の減額、歳入において基金繰入金の減額及
び令和3年度決算確定に伴う繰越金の計上を主な内容と
して、1,263万8,000円の追加

市長 全会一致
で可決

討論

討論

令和４年12月定例会

22件の議案等を審議、決定
１２月定例会を１１月３０日から１２月１５日までの１６日間の会期で開会しました



3

市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市議第３１号 令和４年度伊東市介護

保険事業特別会計補正
予算（第１号）

歳出において、保険給付支払準備基金への積立金の追
加、事業費確定に伴う国県支出金返還金の計上など、歳
入において、令和３年度決算確定に伴う繰越金の計上を
主な内容として1億9,123万9,000円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第３２号 令和４年度伊東市後期
高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

歳出において、静岡県後期高齢者医療広域連合に対する
保険料負担金の追加、歳入において、令和３年度決算確
定に伴う繰越金のほか、療養給付費の清算に伴う静岡県
後期高齢者医療広域連合からの返納金の計上を主な内容
として4,947万7,000円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第３３号 令和４年度伊東市水道
事業会計補正予算（第
１号）

収益的支出において、人件費の整理及び修繕に伴う材料
費の増額、電気料金の高騰による動力費の増額などを主
な内容として2,440万7,000円の追加、また、令和４年
度に老朽化により買換えを予定していた給水車両が、世
界的な半導体不足などにより年度内の納車が困難となっ
たことから、債務負担行為を設定するもの

市長 全会一致
で可決

市議第３４号 伊東市新型コロナウイ
ルス感染症に感染した
被保険者等に対する傷
病手当金の支給に関す
る条例の一部を改正す
る条例

新型コロナウイルス感染症に感染した（感染が疑われる
場合を含む。）国民健康保険加入の被用者に対して支給
する傷病手当金について、国の財政支援措置に合わせて
適用期間を令和５年３月31日まで延長するもの 市長 全会一致

で可決

市諮第１号 人権擁護委員候補者の
推薦について

岩沢幸代氏（宇佐美）　新任
市長

全会一致
で推薦に
同意

市諮第２号 人権擁護委員候補者の
推薦について

鈴木幸枝氏（荻）　新任
市長

全会一致
で推薦に
同意

発議第１号 伊東市議会の個人情報
の保護に関する条例

デジタル社会形成整備法により、個人情報保護法が改正
され、令和５年４月から地方公共団体の個人情報保護制度
は改正後の法律により一元化されるものの、議会における
個人情報は法の適用対象とならないことから、本市議会に
おける個人情報を保護する条例を制定

議員
７名※

全会一致
で可決

発議第２号 帯状疱疹ワクチンへの
助成及び定期接種化を
求める意見書

内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及
び参議院議長に提出 議員

７名※
全会一致
で可決

発議第３号 知的障がい者・知的障
がい行政の国の対応拡
充を求める意見書

内閣総理大臣、厚生労働大臣、衆議院議長及び参議院議
長に提出 議員

７名※
全会一致
で可決

発選第２号 選挙管理委員会委員の
選挙 

菊間徹夫氏（竹の内）、後藤武久氏（荻）、山下晃氏（川
奈）、蠣原盛幸氏（八幡野）が当選 議長 ―

発選第３号 選挙管理委員会委員の
補充員の選挙 

森田正見氏（湯川）、市川正樹氏（桜木町）、鈴木健支氏
（玖須美元和田）、鈴木元治氏（末広町）が当選

（補充順位順）
議長 ―

※各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

会派構成は11ページをご覧ください

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
令
和
五

年
度
か
ら
定
年
延
長
が
順
次
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
職
員
の

雇
用
の
規
定
で
あ
る
が
、
今
ま

で
と
同
様
の
勤
務
で
も
給
料
が

七
割
と
な
る
こ
と
や
一
〇
〇
名

を
越
え
る
職
員
増
の
可
能
性
も

あ
り
、
人
件
費
の
増
額
に
も
課

題
が
あ
る
。
豊
か
な
経
験
を
持

つ
職
員
の
有
効
活
用
に
期
待
し
、

同
時
に
新
規
採
用
職
員
の
確
保

も
強
く
要
望
し
、
賛
成
と
す
る
。

《
賛
成
》
無
党
派
　
颯

　
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世

代
へ
の
生
活
支
援
策
と
し
て
市

立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
を
三
学
期
ま
で
延
長
す
る
補

正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
就

学
援
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
は

既
に
給
食
費
が
免
除
さ
れ
て
お

り
、
物
価
高
騰
に
最
も
苦
し
む

低
所
得
者
層
へ
今
回
の
支
援
が

入
ら
な
い
と
い
う
問
題
を
指
摘

し
つ
つ
、
今
後
の
支
援
策
に
期

待
を
込
め
て
賛
成
と
す
る
。

市
議
第
二
十
四
号

市
議
第
二
十
九
号

本
会
議
で
行
わ
れ
た

討
論
の
概
要

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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全
国
的
に
導
入
が
進
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
市
内

の
全
小
・
中
学
校
で
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
富
戸
小
学
校
で
始

め
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
で
の
課
題
及
び
今
後
の

他
校
へ
の
導
入
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長

地
域
総
が
か
り
で
子
供
を
育
む

体
制
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ

う
努
め
る

　
富
戸
小
学
校
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
地
域
か
ら
支
援

を
受
け
た
学
校
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
。
一
方
で
は
、
多
く
の

方
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
や

学
校
が
ど
の
よ
う
に
地
域
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
か
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
令
和
五
年
度
か
ら

対
島
地
区
に
お
い
て
学
校
運
営

協
議
会
の
設
置
な
ど
、
実
施
可

能
な
学
校
か
ら
導
入
し
、
地
域

総
が
か
り
で
子
供
を
育
む
体
制

づ
く
り
が
市
内
小
・
中
学
校
で

推
進
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
来
誘
客
に
安
心
し
て
町
な
か

を
散
策
し
、
長
時
間
滞
在
し
て

も
ら
う
た
め
、
観
光
ト
イ
レ
の

整
備
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
整
備
状
況

及
び
今
後
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

市
長

優
先
順
位
を
付
け
て
改
修
や
改

築
な
ど
ト
イ
レ
の
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る

　
観
光
ト
イ
レ
は
、
現
在
、
三

八
か
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
老

朽
化
の
状
況
や
利
用
頻
度
等
を

勘
案
す
る
中
で
優
先
順
位
を
付

け
、
改
修
や
改
築
な
ど
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
清
潔
で
利
用
し
や
す

い
ト
イ
レ
を
提
供
す
る
た
め
、

各
ト
イ
レ
の
現
状
を
的
確
に
把

握
し
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め

る
ほ
か
、
き
め
細
か
い
日
常
清

掃
等
の
維
持
管
理
に
も
努
め
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

 　
災
害
時
、
避
難
者
の
約
七
割

が
六
時
間
以
内
に
ト
イ
レ
を
必

要
と
す
る
の
に
対
し
、
仮
設
ト

イ
レ
の
設
置
は
数
日
の
時
間
を

要
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
こ
と
か

ら
、
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

断
水
時
で
も
使
用
可
能
な
仮
設

ト
イ
レ
の
備
蓄
を
進
め
て
い
る

　
大
規
模
災
害
時
に
備
え
、
近

年
、
断
水
時
で
も
使
用
可
能
な

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
自
動

ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
の
備
蓄
数
を

増
や
し
て
お
り
、
小
・
中
学
校

等
に
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

組
立
式
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て

も
、
各
地
域
の
防
災
倉
庫
に
二

二
三
基
備
蓄
し
て
い
る
。

　
避
難
環
境
が
悪
い
と
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
の

命
に
関
わ
る
問
題
へ
と
つ
な
が

る
。
衛
生
的
で
ス
ト
レ
ス
の
な

い
避
難
生
活
を
送
る
た
め
に
は

ト
イ
レ
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
の
防
災
ト
イ
レ

計
画
の
作
成
に
つ
い
て
伺
う
と

と
も
に
、
上
下
水
道
に
精
通
す

る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

一 般 質 問
13議員が登壇し、市政全般について質問しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （登壇順に掲載しています）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、演壇にはアクリル板を設置してあります。

動画はこちら

富
戸
小
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
課
題
及
び
他
校

へ
の
導
入
見
通
し
を
伺
う

鈴
すず

木
き

絢
あや

子
こ

議員
（正風クラブ）

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
整
備
状
況
を
伺
う

篠
しのはら

原峰
みね

子
こ

議員
（公明党）

観
光
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
及
び

今
後
の
整
備
方
針
を
伺
う

防
災
ト
イ
レ
計
画
の
作
成
及
び

関
連
団
体
と
の
連
携
体
制
に
つ

い
て
伺
う

計画的に整備を進める
予定である観光トイレ
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市
長

自
助
と
公
助
の
役
割
の
明
確
化

な
ど
を
図
る
た
め
に
も
防
災
ト

イ
レ
計
画
の
策
定
に
向
け
検
討

し
て
い
く

　
避
難
所
ト
イ
レ
の
管
理
運
営

等
に
つ
い
て
は
、
自
助
と
公
助

の
役
割
分
担
の
明
確
化
な
ど
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
防
災
ト
イ
レ
計
画
の

策
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
伊
東
環
境
整
備
事
業

協
同
組
合
と
「
災
害
時
に
お
け

る
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
災

害
時
の
仮
設
ト
イ
レ
の
し
尿
の

く
み
取
り
な
ど
の
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
六
項
目

　
現
在
策
定
中
の
立
地
適
正
化

計
画
で
は
、
宇
佐
美
地
区
に
人

口
を
集
中
さ
せ
て
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
す
る
方
針
で
あ
る
が
、

災
害
時
に
重
要
な
情
報
源
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
の

難
聴
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
か
伺
う
。

市
長

エ
フ
エ
ム
伊
東
に
対
し
て
、
調

査
、
研
究
を
要
請
し
て
い
る

　

令
和
三
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
エ
フ
エ
ム
難
聴
地
域
の
解

消
を
図
る
事
業
を
実
施
し
た
こ

と
で
、
市
内
居
住
地
域
の
九

〇
％
以
上
で
聴
取
が
可
能
に

な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
一

方
、
地
形
的
な
要
因
で
放
送
が

入
り
づ
ら
い
地
域
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
世
帯
の
ア
ン
テ
ナ
強

化
に
よ
り
、
聴
取
が
可
能
と
な

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
エ
フ
エ

ム
伊
東
に
対
し
て
、
技
術
的
な

対
応
の
調
査
・
研
究
を
要
請
し

て
い
る
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
常
に
最

新
の
知
見
に
基
づ
き
作
成
さ
れ

る
こ
と
で
、
防
災
力
強
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
上
の
設
定
根
拠
及

び
更
新
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

伊
東
市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
改
定
等
に
よ
り
、
防
災
に

対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る

　
市
内
全
戸
に
配
布
し
た
伊
東

市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

掲
載
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

国
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
方
針
に
基
づ

い
て
作
成
し
て
い
る
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
は
、

近
年
の
災
害
発
生
状
況
に
鑑
み

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
見
直
さ
れ
、

県
が
改
め
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
際
に
行
う
。
ま
た
、

更
新
の
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、

伊
東
市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
改
訂
を
定
期
的
に
行
い
、

防
災
へ
の
意
識
啓
発
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
四
項
目

　
第
五
次
伊
東
市
総
合
計
画
に

お
い
て
、
行
政
運
営
の
課
題
と

し
て
、
「
人
事
評
価
制
度
の
定

着
と
処
遇
へ
の
反
映
」
と
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
反
映

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

現
在
は
人
事
評
価
の
結
果
を
処

遇
へ
反
映
し
て
い
な
い

　
人
事
評
価
制
度
を
実
施
し
て

い
る
が
、
昇
給
や
勤
勉
手
当
等

の
処
遇
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

職
員
組
合
と
協
議
中
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
反
映
は
し
て
い

な
い
。
他
自
治
体
の
取
組
事
例

を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
ど
の

よ
う
な
形
で
実
施
す
る
こ
と
が

職
員
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
、

職
員
組
合
と
も
引
き
続
き
協
議

を
続
け
て
い
く
。

　
伊
東
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
お
い
て
、
相
模
ト
ラ
フ
沿
い

で
発
生
す
る
レ
ベ
ル
一
の
地
震

に
お
け
る
本
市
の
建
物
被
害
の

想
定
と
し
て
、
全
壊
及
び
焼
失

を
約
一
一
〇
〇
棟
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
応
急
仮
設
住
宅
建
設

可
能
用
地
、
市
営
住
宅
及
び
民

間
賃
貸
住
宅
の
把
握
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
難
聴

地
域
の
解
消
方
法
を
伺
う

杉
すぎもと

本憲
かず

也
や

議員
（清和会）

人
事
評
価
制
度
の
処
遇
へ
の
反

映
状
況
に
つ
い
て
伺
う

佐
さとうしゅう

藤周議員
（正風クラブ）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
上
の
設

定
根
拠
及
び
更
新
時
期
に
つ
い

て
伺
う

地
震
時
の
避
難
者
の
居
住
を
確

保
す
る
た
め
の
用
地
や
住
宅
に

係
る
把
握
状
況
を
伺
う

災害時に使用される
自動ラップ式トイレ

身
の
回
り
の
災
害
リ
ス
ク
が
分
か
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
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市
長

市
内
五
か
所
の
用
地
に
、
四
四

一
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

が
可
能
と
な
っ
て
い
る

　
応
急
仮
設
住
宅
建
設
可
能
用

地
と
し
て
、
伊
東
市
営
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
計
五
か
所
の
用

地
を
確
保
し
、
四
四
一
戸
の
応

急
仮
設
住
宅
の
建
設
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
営
住

宅
に
関
し
て
は
、
三
三
〇
戸
ほ

ど
の
空
き
が
あ
る
も
の
の
、
改

修
が
必
要
な
状
況
も
あ
る
中
で
、

一
〇
戸
程
度
は
常
時
入
居
可
能

な
部
屋
と
し
て
確
保
し
、
風
水

害
な
ど
で
被
災
し
た
市
民
の
一

時
入
居
に
対
応
し
て
い
る
。
民

間
賃
貸
住
宅
に
関
し
て
は
、
平

成
三
〇
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
の
結
果
か
ら
、
空
き
室
が
三

三
八
〇
室
あ
る
こ
と
を
把
握
し

て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
八
項
目

　
市
民
病
院
に
は
地
域
の
中
核

医
療
機
関
と
し
て
、
市
民
の
安

全
を
守
る
医
療
体
制
を
確
保
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
二
年
に
発
覚

し
た
向
精
神
薬
窃
取
事
件
に
関

す
る
病
院
管
理
者
の
対
応
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
よ
う

申
入
れ
を
行
う

　
当
該
事
件
へ
の
市
民
病
院
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
元
薬
剤
師

の
精
神
状
況
等
を
考
慮
し
、
公

表
を
差
し
控
え
た
判
断
に
は
一

定
の
理
解
は
す
る
が
、
市
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
よ
う
市
民
病

院
管
理
者
へ
申
入
れ
を
行
う
。

　
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、

地
域
医
療
の
充
実
が
市
民
の
期

待
が
高
い
項
目
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
三
年
度
か
ら
の
市
民

病
院
に
お
け
る
産
婦
人
科
の
体

制
に
係
る
状
況
を
伺
う
。

市
長

令
和
五
年
一
月
か
ら
、
産
婦
人

科
の
常
勤
医
が
三
人
と
な
る

　
市
民
病
院
に
お
け
る
産
婦
人

科
の
体
制
は
、
令
和
三
年
四
月

か
ら
常
勤
医
一
人
と
な
っ
て
い

た
た
め
、
非
常
勤
医
師
の
増
員

及
び
近
隣
の
医
療
機
関
と
連
携

し
、
医
療
体
制
を
維
持
し
て
き

た
。

　
産
婦
人
科
は
出
産
に
対
応
す

る
た
め
、
二
四
時
間
待
機
な
ど

の
過
酷
な
勤
務
環
境
か
ら
希
望

す
る
医
師
が
少
な
く
、
産
婦
人

科
医
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で

あ
る
も
の
の
、
安
心
し
て
出
産

が
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
産
婦
人
科
医
の
確
保
に
つ

い
て
、
地
域
医
療
振
興
協
会
に

強
く
申
入
れ
を
行
い
、
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
結
果
、
令
和
四
年
九
月

及
び
令
和
五
年
一
月
に
常
勤
医

を
一
人
ず
つ
採
用
し
、
常
勤
医

三
人
体
制
を
構
築
し
た
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
四
項
目

　

伊
東
八
景
で
の
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
設
置
や
現
地
案
内
看
板

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
季
節

感
や
臨
場
感
を
醸
し
出
す
動
画

の
配
信
を
行
う
な
ど
、
観
光
資

源
に
さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
加

え
た
新
た
な
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

市
長

新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
普
遍

的
な
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
指
し

取
組
を
進
め
る

　
現
在
、
観
光
施
策
と
し
て
、

伊
東
八
景
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

各
ス
ポ
ッ
ト
の
空
撮
動
画
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、

ご
提
案
い
た
だ
い
た
方
策
に
つ

い
て
も
実
施
に
向
け
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
自
然
公

園
法
の
規
制
を
確
認
す
る
中
で
、

設
置
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

　
今
後
も
、
伊
東
八
景
を
中
心

と
し
た
景
勝
地
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、

普
遍
的
な
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向

け
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
こ
こ
数
年
、
住
宅
地
周
辺
に

お
け
る
イ
ノ
シ
シ
出
没
に
関
す

る
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　
地
域
の
安
全
確
保
の
必
要
性

か
ら
、
箱
わ
な
等
に
よ
る
駆
除

「伊東市総合防災ガイド
ブック」より

市
民
病
院
に
お
い
て
令
和
二
年

に
発
覚
し
た
向
精
神
薬
窃
取
事

件
へ
の
病
院
管
理
者
の
対
応
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う 杉

すぎもとかずひこ
本一彦議員

（自民・維新の会）

令
和
三
年
度
か
ら
の
市
民
病
院

に
お
け
る
産
婦
人
科
の
体
制
に

係
る
状
況
を
伺
う

伊
東
八
景
を
活
用
し
た
新
た
な

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
伺
う

浅
あさ

田
だ

良
よしひろ

弘議員
（無党派 颯）

産婦人科医の複数人体制に
より安心して産まれてきた

有
害
鳥
獣
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
駆

除
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う



7

市 議 会 だ よ り

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

市
内
に
三
〇
基
の
箱
わ
な
を
設

置
し
、
一
一
頭
捕
獲
し
た

　
イ
ノ
シ
シ
用
の
大
型
箱
わ
な

を
、
一
一
月
末
現
在
、
市
内
の

住
宅
地
及
び
農
地
等
に
、
合
計

三
〇
基
設
置
し
、
令
和
四
年
度

は
、
現
在
ま
で
に
一
一
頭
の
捕

獲
を
行
い
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
駆
除
と
防
除
の
両

面
か
ら
対
策
を
継
続
し
、
市
民

生
活
の
安
全
確
保
及
び
農
作
物

等
の
被
害
防
止
に
努
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
六
項
目

　
子
育
て
と
就
労
の
両
立
に
保

育
事
業
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
出
生
数
が
減
少
傾

向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

定
員
割
れ
の
保
育
所
が
出
て
く

る
こ
と
を
想
定
し
、
保
育
所
利

用
の
際
の
就
労
要
件
緩
和
に
向

け
た
考
え
を
伺
う
。

市
長

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
施
策
を
検
討
す
る

　
本
市
の
保
育
所
利
用
の
就
労

要
件
は
、
保
護
者
の
一
か
月
当

た
り
の
就
労
時
間
が
六
〇
時
間

以
上
と
し
て
お
り
、
県
内
自
治

体
の
多
く
は
六
四
時
間
以
上
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
緩
和
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
将

来
的
に
は
少
子
化
に
伴
い
、
保

育
所
の
定
員
に
余
裕
が
生
じ
る

見
込
み
も
あ
る
た
め
、
就
労
要

件
の
さ
ら
な
る
緩
和
等
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な

施
策
を
検
討
す
る
。

　
認
知
症
と
な
る
要
因
の
一
つ

に
、
加
齢
に
よ
る
難
聴
に
よ
り

会
話
等
が
減
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
補
聴
器
の
使
用
に

よ
り
日
常
生
活
を
保
つ
こ
と
が
、

認
知
症
予
防
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
障

害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
補

聴
器
購
入
補
助
の
条
件
及
び
利

用
状
況
を
伺
う
。

市
長

今
後
も
助
成
制
度
の
周
知
及
び

難
聴
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
に
努

め
る

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
補
聴
器
購
入
補
助
の
条
件
は
、

聴
覚
障
害
六
級
以
上
で
一
定
所

得
以
下
の
方
が
対
象
で
あ
り
、

令
和
三
年
度
は
身
体
障
害
者
手

帳
の
取
得
や
補
聴
器
の
更
新
の

際
に
二
一
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
今
後
も
助
成
制
度
の
周
知
に

努
め
る
ほ
か
、
市
役
所
の
窓
口

等
に
耳
の
不
自
由
な
方
へ
の
配

慮
を
表
す
耳
マ
ー
ク
を
掲
示
し

て
、
引
き
続
き
難
聴
者
へ
の
丁

寧
な
対
応
に
努
め
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

　
公
営
競
技
を
正
当
化
す
る
た

め
に
は
、
公
益
の
増
進
、
地
方

財
政
へ
の
貢
献
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
本
市
の
競
輪
事

業
特
別
会
計
の
ほ
と
ん
ど
は
競

技
開
催
に
関
わ
る
事
業
費
目
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
公
営

競
技
事
務
所
の
所
掌
事
務
の
内

容
を
伺
う
。

市
長

競
技
開
催
に
係
る
業
務
の
ほ
か
、

人
事
、
経
理
、
施
設
管
理
等
の

業
務
を
行
っ
て
い
る

　
公
営
競
技
事
務
所
事
業
係
の

所
掌
事
務
と
し
て
、
競
技
開
催

の
日
取
り
の
決
定
や
広
告
宣
伝
、

関
係
団
体
と
の
調
整
な
ど
の
開

催
関
係
業
務
の
ほ
か
、
競
輪
従

事
員
の
採
用
・
配
置
な
ど
の
人

事
関
係
業
務
、
市
営
開
催
売
上

精
算
・
管
理
な
ど
の
経
理
業
務
、

競
輪
選
手
宿
舎
の
維
持
管
理
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
競
輪
事
業
の
根
拠
法
で
あ
る
、

自
転
車
競
技
法
の
趣
旨
に
の
っ

と
る
と
、
公
益
を
最
大
化
し
、

こ
れ
を
市
民
に
還
元
す
る
努
力

を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、

競
技
開
催
に
係
る
業
務
を
行
う

事
業
係
の
ほ
か
、
地
域
振
興
係

を
新
設
す
る
な
ど
、
事
務
分
掌

に
係
る
考
え
を
伺
う
。

保
育
所
利
用
の
際
の
就
労
要
件

緩
和
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う

鳥
とり

居
い

康
やす

子
こ

議員
（公明党）

公
営
競
技
事
務
所
の
所
掌
事
務

の
内
容
を
伺
う

四
しのみやかずひこ

宮和彦議員
（清和会）

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く

補
聴
器
購
入
補
助
の
条
件
及
び

利
用
状
況
を
伺
う

公
営
競
技
事
務
所
の
事
務
分
掌

に
係
る
考
え
を
伺
う

市で設置している箱わな

耳
が
不
自
由
な
方
へ
の
配
慮
を

表
す
耳
マ
ー
ク
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市
長

経
過
や
実
情
を
踏
ま
え
る
と
、

事
務
分
掌
に
つ
い
て
は
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
る

　
過
去
に
事
業
係
の
ほ
か
に
事

務
分
掌
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
競
輪
事
業
の
収
支
状
況

や
発
売
払
戻
環
境
の
機
械
化
、

人
員
の
適
正
化
な
ど
に
よ
り
職

員
数
を
減
少
し
て
き
た
経
過
を

経
て
、
現
在
の
一
課
一
係
と

な
っ
て
い
る
。

　
公
営
競
技
事
務
所
の
実
情
を

踏
ま
え
る
と
、
事
務
分
掌
に
つ

い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
の
、
競
輪
事
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
の
新
し
い
取
組
と
し
て
、
今

後
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

　
新
図
書
館
の
運
営
方
法
に
つ

い
て
、
他
市
で
は
指
定
管
理
者

制
度
か
ら
直
営
に
戻
し
た
事
例

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
運
営
方
法
の
考
え
を
深

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

直
営
と
指
定
管
理
者
制
度
の
そ

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
見
据
え
た
検

討
を
進
め
て
い
る

　
新
図
書
館
の
運
営
方
法
に
お

け
る
直
営
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
地

域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
幅
広
く
把

握
す
る
こ
と
や
一
貫
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
新

た
な
ス
タ
イ
ル
の
図
書
館
運
営

方
法
が
未
経
験
で
あ
る
こ
と
や
、

人
件
費
を
含
む
運
営
費
が
指
定

管
理
者
制
度
に
比
べ
高
騰
す
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
こ
と

で
あ
り
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ

る
効
率
化
を
見
据
え
る
中
、
柔

軟
な
勤
務
形
態
の
導
入
や
直
営

と
比
較
し
た
場
合
に
経
理
業
務

の
圧
縮
に
よ
る
人
員
の
適
正
配

置
の
ほ
か
、
事
務
手
続
の
迅
速

化
に
よ
る
業
務
量
圧
縮
な
ど
に

よ
り
、
運
営
費
が
抑
え
ら
れ
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
指

定
管
理
者
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
の
サ
ー
ビ
ス
継
続
性
の
担
保

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら

れ
る
。

　

新
図
書
館
は
訪
れ
る
方
に

「
夢
と
未
来
を
育
む
」
こ
と
が

で
き
る
拠
点
と
し
て
、
新
た
な

事
業
展
開
を
期
待
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
運
営
方
法
に
関
し
て

は
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
教

育
委
員
会
な
ど
の
各
種
会
議
に

お
い
て
検
討
を
深
め
る
中
で
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総

合
的
に
判
断
し
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
見
据
え
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
四
項
目

　
文
字
の
読
み
書
き
に
限
定
し

た
困
難
が
あ
る
発
達
性
読
み
書

き
障
害
は
、
日
本
の
小
学
生
の

約
七
か
ら
八
％
存
在
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
障
害
の
疑
い
の

あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

個
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る

　
読
み
書
き
障
害
が
疑
わ
れ
る

児
童
・
生
徒
の
対
応
に
つ
い
て
、

必
要
に
応
じ
て
検
査
等
を
行
う

な
ど
し
て
把
握
に
努
め
、
読
み

書
き
の
代
替
方
法
と
し
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
機
能
や
音
声

機
能
を
使
用
す
る
な
ど
、
個
に

応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
専
門
的
知
見
を
要

す
る
機
関
や
医
療
機
関
と
連
携

し
、
保
護
者
へ
適
切
な
助
言
を

し
、
早
期
療
育
に
努
め
、
周
り

の
児
童
・
生
徒
に
も
必
要
な
範

囲
で
障
害
に
関
す
る
理
解
を
図

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
不
法
投
棄
は
、
生
活
環
境
、

公
衆
衛
生
、
視
野
を
広
げ
れ
ば

気
象
や
生
態
系
等
に
も
重
大
な

影
響
を
与
え
、
回
り
回
っ
て
私

た
ち
の
生
活
や
健
康
に
害
を
及

ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
こ

で
、
本
市
に
お
け
る
不
法
投
棄

の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

競輪事業収益の一部は一般会計へ
繰り出し、教育設備の購入経費等に

充てられている

新
図
書
館
の
運
営
方
法
に
つ
い

て
、
直
営
と
指
定
管
理
者
制
度

の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
及
び

デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う

重
しげおか

岡秀
ひで

子
こ

議員
（日本共産党）

発
達
性
読
み
書
き
障
害
の
疑
い

の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う

長
ながさわまさし

沢 正議員
（公明党） 新図書館の外観イメージ

市
内
に
お
け
る
不
法
投
棄
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
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市
長

監
視
カ
メ
ラ
や
フ
ェ
ン
ス
の
設

置
な
ど
の
未
然
防
止
策
を
図
っ

て
い
る

　
不
法
投
棄
の
現
状
と
し
て
、

海
岸
等
で
の
散
乱
ご
み
や
山
間

部
等
に
投
棄
さ
れ
た
粗
大
ご
み

な
ど
が
あ
り
、
令
和
三
年
度
の

回
収
量
は
八
四
ト
ン
で
あ
っ
た
。

　
対
策
と
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
ほ
か
、
フ
ェ
ン
ス
・
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
不
法
投
棄

の
未
然
防
止
及
び
早
期
発
見
に

努
め
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
一
項
目

　
令
和
四
年
九
月
二
三
日
か
ら

の
台
風
の
影
響
に
よ
り
（
仮

称
）
伊
豆
高
原
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

パ
ー
ク
発
電
所
建
設
事
業
地
内

で
発
生
し
た
崩
落
の
概
要
及
び

対
応
状
況
を
伺
う
。

市
長

職
員
が
現
地
調
査
し
、
崩
落
及

び
土
砂
流
出
の
防
止
措
置
を
す

る
よ
う
行
政
指
導
を
行
っ
た

　
当
該
事
業
地
内
で
台
風
に
よ

る
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
道
路
の

り
面
の
長
さ
約
二
六
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
が
崩
落

し
、
岡
沢
へ
土
砂
が
流
出
し
た
。

　
市
民
か
ら
の
通
報
に
よ
り
、

岡
沢
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た

め
の
職
員
に
よ
る
の
り
面
の
被

害
状
況
調
査
を
実
施
し
、
九
月

二
七
日
に
宅
地
造
成
等
規
制
法

に
基
づ
い
て
事
業
者
等
に
対
し
、

の
り
面
の
崩
落
防
止
及
び
土
砂

流
出
防
止
の
措
置
を
す
る
よ
う

行
政
指
導
を
行
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
事
業
者
は
一
〇
月
一
〇

日
か
ら
復
旧
工
事
を
開
始
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
や
価

値
観
が
変
わ
る
中
、
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
観
光

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
国
旅
行
支
援

等
で
回
復
が
期
待
さ
れ
る
観
光

業
に
つ
い
て
、
今
後
の
本
市
の

方
針
を
伺
う
。

市
長

時
代
に
合
っ
た
様
々
な
取
組
を

積
極
的
か
つ
柔
軟
に
進
め
る

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

観
光
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
ほ
か
、
ブ

ラ
ン
ド
研
究
会
で
検
討
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

新
た
な
旅
行
商
品
を
創
出
す
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

く
変
化
す
る
観
光
の
在
り
方
を

踏
ま
え
、
時
代
に
合
っ
た
様
々

な
取
組
を
積
極
的
か
つ
柔
軟
に

進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
二
項
目

　
宇
佐
美
か
ら
特
別
支
援
学
級

の
あ
る
南
中
学
校
へ
通
学
す
る

場
合
、
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し

た
通
学
に
対
す
る
心
配
な
ど
が

あ
り
、
宇
佐
美
中
学
校
へ
の
特

別
支
援
学
級
開
設
を
希
望
す
る

声
を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
設
置
に
対
す
る
教
育
委

員
会
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長

状
況
判
断
に
よ
り
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る

　
特
別
支
援
学
級
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
希
望
す
る
人
数
、
教

室
等
の
学
習
環
境
の
状
況
、
教

職
員
人
事
の
状
況
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

　
市
内
で
は
買
物
難
民
や
お
出

か
け
難
民
と
言
わ
れ
る
市
民
の

生
活
を
支
援
す
る
取
組
が
さ
れ

て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
十
分

で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

伊
東
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に

お
け
る
取
組
を
伺
う
。

市
長

路
線
バ
ス
の
維
持
や
住
民
主
体

で
運
行
す
る
生
活
交
通
へ
の
補

助
な
ど
関
係
機
関
と
と
も
に
取

組
を
進
め
て
い
る

（
仮
称
）
伊
豆
高
原
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
パ
ー
ク
発
電
所
建
設
事
業

地
内
に
お
け
る
崩
落
の
概
要
及

び
対
応
状
況
を
伺
う

田
た く ぼ ま き

久保眞紀議員
（無党派　颯）

宇
佐
美
中
学
校
に
お
い
て
特
別

支
援
学
級
を
開
設
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う

佐
さ

藤
とう

龍
たつひこ

彦議員
（日本共産党）

全
国
旅
行
支
援
等
で
回
復
が
期

待
さ
れ
る
観
光
業
に
つ
い
て
、

本
市
の
今
後
の
方
針
を
伺
う

伊
東
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に

お
け
る
買
物
難
民
や
お
出
か
け

難
民
等
へ
の
取
組
を
伺
う

山林における不法投棄現場

コロナ禍により観光客の志向が
大きく変化している
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３月定例会の予定

２月20日（月）
開会

※日程等は、２月中旬の議会運営委員会において
正式に決定します。

　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

　
伊
東
市
地
域
公
共
交
通
計
画

に
お
け
る
取
組
の
う
ち
、
買
物

や
お
出
か
け
を
す
る
市
民
の
生

活
を
支
援
す
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
対

応
し
た
公
共
交
通
体
系
を
再
構

築
す
る
と
し
て
「
市
内
路
線
バ

ス
の
維
持
・
見
直
し
」
の
取
組

や
、
公
共
交
通
の
確
保
・
充
実

を
目
指
す
と
し
て
「
交
通
空
白

地
域
の
解
消
に
向
け
た
取
組
」
、

「
別
荘
地
な
ど
が
主
体
と
な
り

運
行
す
る
生
活
交
通
へ
の
補

助
」
及
び
「
協
働
に
よ
る
移
動

手
段
の
維
持
に
向
け
た
体
制
の

構
築
」
の
取
組
な
ど
を
定
め
、　

地
域
住
民
及
び
関
係
機
関
と
と

も
に
各
種
取
組
を
進
め
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
　
一
項
目

　
避
難
所
開
設
に
当
た
り
、
避

難
者
を
安
全
に
受
け
入
れ
る
た

め
に
は
、
避
難
所
や
周
辺
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
災
害

発
生
の
際
、
ど
の
よ
う
に
避
難

所
の
状
況
を
把
握
す
る
か
伺
う
。

市
長

避
難
所
や
避
難
所
周
辺
の
応
急

危
険
度
判
定
を
実
施
す
る

　
大
規
模
災
害
発
生
の
際
は
、

収
容
能
力
の
大
き
い
体
育
館
等

を
耐
震
性
能
に
基
づ
き
優
先
的

に
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
震
度
七
が
二
回
続

い
た
熊
本
地
震
の
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
規
模
地
震
発
生
後

に
避
難
所
を
開
設
す
る
際
は
、

避
難
所
や
避
難
所
周
辺
の
応
急

危
険
度
判
定
を
実
施
し
、
そ
の

後
に
余
震
が
発
生
し
た
場
合
も
、

安
全
な
避
難
所
と
し
て
使
用
可

能
か
確
認
の
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
生
後
六
か
月
か
ら
四
歳
ま
で

の
乳
幼
児
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
が
、
接

種
へ
の
不
安
の
声
も
上
が
っ
て

い
る
た
め
、
本
市
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長

乳
幼
児
及
び
保
護
者
が
安
心
し

て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
き

め
細
か
い
対
応
を
心
が
け
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
特

例
臨
時
接
種
と
し
て
努
力
義
務

の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
接
種
に
つ
い
て
は
医
師
会
と

協
議
を
重
ね
、
事
前
に
対
象
者

へ
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
資
料
等
を
送
付
し
、
集
団
接

種
で
は
小
児
科
の
専
門
医
が
従

事
す
る
ほ
か
、
母
子
手
帳
の
確

認
や
医
師
に
よ
る
予
診
を
十
分

に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
安

心
し
て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
乳
幼
児
や
保
護
者
へ
の
き
め

細
か
い
対
応
を
心
が
け
る
。

生活を支えるための交通手段の
確保が求められている

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、

ど
の
よ
う
に
避
難
所
の
状
況
を

把
握
す
る
か
伺
う

石
いしじま

島茂
しげ

雄
お

議員
（会派に所属していない）

生
後
六
か
月
か
ら
四
歳
ま
で
の

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う

乳幼児用ワクチンの安全性
を心配する声もある

９月２８日 常任総務委員会協議会
１０月 ４日 議会運営委員会
１０月２６日 常任観光建設委員会協議会
１０月２７日 議会報編集委員会
１０月３１日～１１月 ２日 常任総務委員会行政視察
１１月 ７日～１１月 ９日 常任観光建設委員会行政視察
１１月 ９日～１１月１１日 常任福祉文教委員会行政視察
１１月２４日 議会運営委員会

閉会中の議会活動
令和４年９月定例会閉会から
令和４年１２月定例会開会まで
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市 議 会 だ よ り

　令和４年度に建設した天城霊
園合葬式墓地の募集開始時期を
伺う。
　令和５年６月から募集を開始
する予定であり、その後は雪に
よる閉鎖が懸念される冬期を除
き、随時受付を行っていく。

　地方公務員法の一部改正に
伴って行う関係条例の整備につ
いて、主な内容を伺う。
　国家公務員の定年引上げに伴
い、地方公務員の定年も６０歳か
ら６５歳まで２年に１歳ずつ段階
的に引き上げられることととも
に、役職定年制を導入すること、
また６０歳を超える職員の給料月
額は６０歳前の７割水準とするこ
と等を定めるものである。

　キャッシュレス決済ポイント
還元事業の実施目的及び事業効
果等を伺う。
　市民への物価高騰対策のため
に実施するものである。市民だ
けでなく来遊客にも利用してい
ただけることから、キャッシュ
レス決済システムを導入してい
ない事業者に向けた説明会を１
月に行い幅広い参加を募ること
で、市内経済の活性化及び本市
のＤＸの推進にもつなげていき
たい。
　今回の事業は、約５万人に利
用していただくことを想定して
いるが、万が一、想定を超える
利用があった場合においても２

月末日の期間
終了まで継続
できるよう努
力したい。

　不妊等治療費助成事業に関し、
その内容とともに今後の事業展
望を伺う。
　本市では、従来から、助成対
象者の年齢や利用回数に上限を
設けない中で、不妊等治療に係
る費用への助成を行っており、
加えて、治療費用を保険適用と
した国の制度改正に合わせて、
今年度から、助成限度額を引き
上げたことなどで、昨年度を上
回る利用実績が見込まれている。
　本市の制度の充実度は高いも
のと認識しており、今後も、同
制度を継続していき、本市の少
子化対策に資するとともに、子
供を望む方の想いに寄り添い、
応えていけるような事業として
いきたい。

問

答

問

答

問

答

問

答

常任委員会だより
～１２月６日、７日に行われた常任委員会審査の中から、一部を抜粋～

ホームページにおいて、
各委員会要点記録を公開しております。

総務委員会 観光建設委員会 福祉文教委員会

天城霊園合葬式墓地天城霊園合葬式墓地

キャッシュレス決済
ポイント還元事業
の対象店舗である
ことを示すポスター

今年度から助成額が引き上げられ、より
充実した制度となった。

旧制度 新制度
対象者 法律婚のみ 事実婚も追加
上限額 12万円 30万円

通算助成限度額 108万円 150万円

各委員会要点記録はこちら

市
議
会
内
の
会
派
構
成

（
令
和
五
年
二
月
一
日
現
在
）

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
◎
青
木　
敬
博　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
清
和
会

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
自
民
・
維
新
の
会

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
無
党
派
　
颯

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）
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市 議 会 だ よ り

い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
　

「
い

と
う

市
議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す

【
発
行
】伊
東
市
議
会
 【
編
集
】議
会
報
編
集
委
員
会

【
伊
東
市
議
会
事
務
局
】伊
東
市
大
原
二
丁
目
1番
1号

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.ito.shizuoka.jp

■
TEL／

0557-32-1981　
 ■
FAX／

0557-38-6916

■
E-m
ail／

gikai@
city.ito.shizuoka.jp

編

集
後

記

●
一
〇
月
三
一
日

熊
本
県
荒
尾
市

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
係
る
経
緯
と
、

取
組
及
び
実
績
に
つ
い
て

●
一
一
月
一
日

熊
本
県
益
城
町

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
へ
の
取
組
に
つ
い
て

●
一
一
月
二
日

熊
本
県
熊
本
市

熊
本
地
震
か
ら
見
え
た
課
題

と
そ
の
後
の
取
組
に
つ
い
て

●
一
一
月
七
日

大
分
県
別
府
市

競
輪
事
業
に
つ
い
て

●
一
一
月
八
日

大
分
県
別
府
市

別
府
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ア
カ
デ
ミ

ア
開
催
事
業
に
つ
い
て

●
一
一
月
九
日

大
分
県
大
分
市

第
二
次
大
分
市
観
光
戦
略
プ

ラ
ン
に
つ
い
て

●
一
一
月
九
日

福
岡
県
北
九
州
市

北
九
州
市
立
子
育
て
ふ
れ
あ

い
交
流
プ
ラ
ザ
「
元
気
の
も

り
」
に
つ
い
て

●
一
一
月
一
〇
日

山
口
県
下
関
市

下
関
市
立
中
央
図
書
館
の
運

営
に
つ
い
て

●
一
一
月
一
一
日

山
口
県
山
口
市

保
育
人
材
確
保
の
取
組
に
つ

い
て

2023.3.1　
N
o.196

　
五
月
の
あ
る
夜
の
こ
と
。
松

川
を
流
れ
る
心
地
よ
い
夜
風
や

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
癒
や
さ
れ
な

が
ら
、
ふ
と
対
岸
の
東
海
館
を

見
る
と
、
飛
び
込
ん
で
き
た
の

は
、
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
、

水
面
に
浮
か
ぶ
伊
東
祐
親
祭
り

の
薪
能
。
こ
の
全
国
唯
一
の
水

上
舞
台
を
観
に
、
毎
年
伊
東
を

訪
れ
る
フ
ァ
ン
の
方
も
多
い
と

聞
き
ま
す
。
こ
う
し
た
貴
重
な

文
化
資
源
を
、
持
続
可
能
な
ま

ち
の
活
性
化
に
ど
う
生
か
し
次

世
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
か
。

　
伊
東
市
が
国
際
観
光
温
泉
文

化
都
市
と
し
て
輝
き
続
け
る
に

は
、
今
ま
さ
に
、
市
民
と
行
政

と
の
よ
り
一
層
の
連
携
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
（
杉
本
憲
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長　
　
佐
藤　
龍
彦

　
副
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
委　
　
員　
　
鈴
木　
絢
子

　
　

 

〃　
　
　

  

篠
原　
峰
子

　
　

 

〃　
　
　

  

中
島　
弘
道

　
　

 

〃　
　
　

  

田
久
保
眞
紀

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

常任委員会　行政視察概要
常任委員会では先進事例などの調査・研修のため、３日間の行政
視察を実施しました。
ホームページにおいて、委員会行政視察報告書を公開しております。

こちらから
ご覧ください

総
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

観
光
建
設
委
員
会

平成28年熊本地震の際にできた布田川断層
（益城町）

競輪場有料席（別府市）

北九州市立子育てふれあい交流プラザ
「元気のもり」（北九州市）


